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●問い合わせ　地域づくり課（東庁舎 ４階　☎34－3280 ｆ34－0400）

お手伝いしています！
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飯田市出身。23 歳。
平成 30 年 3月松本大学総合経営学
科観光ホスピタリティ学科卒業。
中央地区地域づくりセンター勤務。

中心市街地担当 正木  輝 さん
ひかる

　私は中心市街地で、複数地区を担
当し、地区を越えた地域連携を生み
出すことを目標に活動しています。
　新たな連携を目的とした活動として、松本神社境内で「付近に買
い物環境がない」という課題を抱えた ４町会が主体となって開催し

ている「松本神社ようこく朝市」に関わっています。私は活
動の周知と運営のサポート、購入
の運搬係として関わっています。
複数地区を担当しているの
で、さまざまな方面から地
区を越えた交流や活動が行え
ればと考えています。
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中心市街地担当

丸山  隼

　中心市街地を担当し、着地型観光を活用
した地域づくりを目指しています。
　今年度は、観光をやる上で必要な「つなが
りづくり」を目的として活動を行いました。
　その一つとして、中央地区の上土商店街で
行われている、買い物支援に関わってきま

した。
　これは、入山辺の農家さんたちが上土商
店街で野菜などを販売するとともに地域住
民と交流することを目的としています。
　来年度は、地域資源を探し着地型観光に
結び付けたいと考えています。
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新潟県新潟市出身。24歳。
平成30年 3 月松本大学総合
経営学科観光ホスピタリティ
学科卒業。
地域づくり課勤務。

波田地区担当

奥原  芳紀
松本市出身。30歳。
平成23年 3 月松本大
学総合経営学科観光
ホスピタリティ学科
卒業。前職は社会福
祉施設職員。
波田地区地域づくり
センター勤務。

豊かな自然と歴史に
包まれた、波田地区を
担当しています。配属
になり約 １年が経過し
ます。昨年は地区の中
へ出かけ、波田を知る

ことを主な目的として活動してきました。
　その中で、各町会で活動するデイホームボランティア
や、地域づくりに熱心なまちづくり協議会、新たな事業
を企画する商工会の方々など多
くの出会いに恵まれ、波田の魅力
をたくさん学ぶことができました。
　この貴重な機会を、次年度以
降の活動に生かしていきたいと
思います。
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